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Abstract： The Minatogawa man site is well-known in yielding a large amount of the late Pleistocene terrestrial vertebrate 
fossils including a paleolithic human within the Ryukyu Archipelago. However, those exclusive fossils of the hominids 
have been very poorly examined, requiring further comprehensive researches for appropriate understandings of their species 
richness and the paleozoogeography in terrestrial vertebrate fauna of the Okinawajima Island at the end of the Pleistocene. 
In the present study, we identified 85 pieces of the terrestrial and freshwater turtle fossils in fragmentary nature from the 
Minatogawa man site. As a results, an extinct testudinid species exclusively known from the late Pleistocene of the Ryukyus
（Manouria oyamai）, a geoemydid turtle endemic to the Okinawajima Island（Geoemyda japonica）, an undescribed extinct 

species of the genus Cuora（Cuora sp.）, and a possible undescribed extinct geoemydid species（Geoemydidae sp.）were 
detected. These results indicate that those turtles had occurred in the southern part of this island until the end of the Pleistocene 
and suggest that Cuora sp. had been dominant within those four species on the Okinawajima Island. Abrupt decrease of the 
turtle fossils from the middle and the upper parts of this fossil site might be influenced by paleolithic human activities.
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はじめに

沖縄島南部に位置する港川人遺跡は，更新世末期の人類

をはじめとする多様な陸生脊椎動物の化石を豊富に産した

ことでよく知られている（長谷川，1980; 具志頭村教育委

員会，2002）．この産地の裂罅堆積物から発見された脊椎

要旨：港川人遺跡の裂罅堆積物から発見された85点のカメ化石の分類学的帰属について検討を行った．そ
の結果，裂罅の下位から中位にかけてより沖縄諸島の固有種リュウキュウヤマガメ，セマルハコガメ属の
一種，およびこれら2種とは異なるイシガメ類の一種，さらにリクガメ科の絶滅種オオヤマリクガメの計4
種の化石が検出された．層準ごとのカメ類の化石の産出数は，下位で多い一方，中位では大きく減少して
いた．セマルハコガメ属の一種の化石は，ほかの3種とくらべて最も多く保存されていた．これらの結果は，
更新世末期の沖縄島南部には4種のカメ類が分布していたことを示すほか，この地域でセマルハコガメ属
の一種が優先して分布していたことを示唆した．裂罅の中・上位の層準におけるカメ類化石の数の著しい
減少または欠如は，人類による影響を示しているのかもしれない．

キーワード：琉球列島，後期更新世，イシガメ科，リクガメ科，絶滅
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動物の化石には，遺跡周辺で今日でも見られる現生種だけ

でなく，この地域を含め沖縄島中・南部には分布しない

種のほか，いくつかの絶滅系統も含まれるとされている

（長谷川，1980）．また，この遺跡の人類遺骸を産したおよ

そ 18,000年前の層準の下位では，絶滅種リュウキュウジ

カ（Cervus astylodon）が豊富に産出しリュウキュウイノシ

シ（Sus scrofa riukiuanus）は少ない一方，上位の層準では

前者は検出されなくなり，後者が豊富に産出するようにな

ることが知られている（沖縄県文化振興会，1998; 長谷川

ほか，2017）．これをもとに，更新世末期に沖縄島で偶蹄

哺乳類相の入れ替わり（faunal turnover）が起こったとす

る見方もあり（Sondaar, 2000），港川人遺跡は琉球列島の

第四紀陸生脊椎動物相の動物地理や絶滅に関する議論にお

いて注目されてきた（例えば，Fujita et al., 2014; Kawamura 

et al., 2016; 藤田・久保，2016）．しかしながら，人類を除

き，この遺跡から産した脊椎動物化石についてのこれまで

の報告における分類や同定の結果は，多様な分類群からな

る膨大な標本を少数の研究者が担当した事情から，単に一

覧表に種名が示されたのみで適切な比較標本を欠く予察的

なものにとどまっていたため，研究の推進や検証が強く望

まれてきた（Ota, 2003）．近年，沖縄島の上部更新統から

知られる陸生脊椎動物化石のうち，カメ類およびカエル類

については分類学的研究に進展がみられ（Takahashi et al., 

2003; Takahashi and Ota, 2014; Nakamura and Ota, 2015； 髙橋，

2015，2017），また港川人遺跡発掘時の堆積層に関する概

略もリュウキュウジカとリュウキュウイノシシの産出状況

とあわせて示された（長谷川ほか，2017）．こうした背景

から，港川人遺跡産の人類以外の陸生脊椎動物化石につい

ても詳細な分類学的研究を行う機運が高まってきた．

そこで本研究では，港川人遺跡から産した陸生脊椎動物

化石の中でも，この数十年で分類学的研究が大きく進展し

ているカメ類に着目し，後期更新世の沖縄島南部における

淡水生および陸生カメ類の種構成に関する知見の蓄積を試

みる．港川人遺跡からは従来，イシガメ科に属すると考え

られる化石と中琉球および南琉球の上部更新統より知られ

ている絶滅種オオヤマリクガメと考えられるリクガメ類の

産出が記録されている（長谷川，1980; 髙橋，2017）．とこ

ろが近年の港川人遺跡以外の沖縄島の化石サイトより得ら

れた標本についての研究では，後期更新世の沖縄島には少

なくともリュウキュウヤマガメ（イシガメ科; 沖縄諸島の

固有種）のほか，セマルハコガメ属の一種（イシガメ科; 

絶滅種）とオオヤマリクガメ（リクガメ科; 絶滅種）から

なる少なくとも 3種のカメ類が分布していたことが明らか

となっている（髙橋，2017）．このことから，港川人遺跡

でも同様のカメ類が含まれている可能性が考えられる．本

稿では，この遺跡から産出したカメ類化石について同定・

分類を行い，淡水生・陸生カメ類相の種構成と変遷につい

ての概要を示すとともに，今後，これらについての系統分

類学的見地における理解をすすめていくうえで有益な知見

をもたらす標本について，予察的な検討を試みる．

材料と方法

本研究で検討を行った標本は，1969年から 1974年の間

に港川人遺跡における発掘調査で得られた 85点で，群馬

県立自然史博物館で検討が行われ，現在ではすべて沖縄

県立博物館・美術館（OPM）に収蔵されている（付録参

照）．発掘は，海抜 0mのレベルから最上部までに設定さ

れた高さ 1m，幅 2mのグリッドごとに行われ，得られた

化石は一部を除き出土時のグリッドの記録とあわせて保存

された（長谷川ほか，2017）．港川人遺跡の裂罅堆積物の
14C年代は 18,250 ± 650 BP（TK-99）および 16,600 ± 300 

BP（TK-142）が知られており（Suzuki and Tanabe, 1982），

これらの年代値より化石は更新世末期のものと考えられ

る．検討を行った化石は著しく断片化したものがほとんど

であったため，これらの種同定および分類に際しての比較

対象は沖縄諸島の上部更新統から完新統より知られている

3種（リュウキュウヤマガメ，セマルハコガメ属の一種，

オオヤマリクガメ）および久米島の上部更新統から報告

されているイシガメ科の一種とされる断片化石に限定した

（髙橋，2017）．比較は，文献中のデータや記述（Takahashi 

et al., 2003; 高橋ほか，2007; Takahashi et al., 2007, 2008; 髙

橋，2017）にもとづき行なわれた．分類や同定に有用な形

質を伴わない標本はイシガメ科属種不明として一括した．

カメ類の和名は現生種については日本爬虫両棲類学会の標

準和名リストに従い，絶滅種については髙橋（2017）で用

いられた和名を使用した．各種の化石の数は，一個体に帰

属することが明らかなものは 1点，遊離したものはそれぞ

れわけてカウントした．カメの骨要素の名称は基本的に平

山（2007）に従ったが，一部の部位については疋田（2002）

で示された名称も採用した．計測はデジタルノギスを用い

て小数第 2位まで測り四捨五入し計測値とした．化石標本

の数が多いため，本論では計測値は既知の種については示

さず，イシガメ科の一種のみについて記録するにとどめた．

結果

今回検討を行った 85点のカメ類化石より，沖縄諸島（沖
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表 1．港川人遺跡産のカメ類化石の産出状況．
　各グリッドのトランセクトおよびレベルの記号は長谷川ほか（2017）に従った．C，セマルハコガメ属の一種 Cuora sp.; G，リュ
ウキュウヤマガメ Geoemyda japonica; M，オオヤマリクガメ Manouria oyamai; SP，イシガメ科の一種 Geoemydidae sp.; INDET，イシ
ガメ科属種不明．

縄島北部，渡嘉敷島および久米島）の現生固有種リュウ

キュウヤマガメ Geoemyda japonica，奄美諸島の徳之島と沖

縄諸島の伊江島と沖縄島の上部更新統から知られているセ

マルハコガメ属の一種 Cuora sp.（Takahashi et al., 2008; 髙橋，

2017），および属種不明のイシガメ科 Geoemydidae indet.が

検出された（表1）．産出層準が不明のものは除き，リュウキュ

ウヤマガメの化石はレベル 6からレベル 8に限定的に出土

した．一方，セマルハコガメ属の一種の化石はカメ化石が

出土したグリッドのほとんどから検出された．検出された

カメ化石の数は，レベル 7とレベル 8で多く，なかでもグ

リッド D7からは 35点が検出された一方，上部（グリッド

5からグリッド 6）では乏しいことが明らかとなった（表 1）．

また，グリッド D7およびグリッド情報不明区画から，沖

縄諸島を含め琉球列島の第四系よりこれまでに知られるカ

メ類とは明らかに異なる種の化石が検出された（図2，表1）． 

検出された化石の分類学的帰属と記述

リクガメ科 Family Testudinidae Batsch, 1788

オオヤマリクガメ

Manouria oyamai Takahashi, Hirayama, and Otsuka, 2003

（図 1-1，1-2）

港川人遺跡からは右下腹甲骨の外側後部（OPM-FV-00237-11）

と近位および遠位部を欠いたシャフトの部分のみからなる

右上腕骨（OPM-FV-00237-71）の計 2点が検出された．こ

れらのうち，右下腹甲骨（OPM-FV-00237-11）には本種の

3つの標徴形質（Takahashi et al., 2003）のうちのふたつ（浅

く幅広い鱗溝と薄い甲羅）が確認できる．さらに，この標

本は，鼠蹊甲板と股甲板が鼠蹊部のノッチでわずかに接触

するという形質を，琉球列島の第四系より知られる淡水

生および陸生カメ類 10種の中でもオオヤマリクガメと排

他的に共有している（Takahashi et al., 2003）．また，右上

腕骨（OPM-FV-00237-71）は琉球列島の第四系より知られ

るイシガメ類と比較して明瞭に大型である．これらのこと

から，右下腹甲骨（OPM-FV-00237-11）と右上腕骨（OPM-

FV-00237-71）はオオヤマリクガメに同定される．

イシガメ科 Family Geoemydidae Theobald, 1868

リュウキュウヤマガメ

Geoemyda japonica Fan, 1931

（図 1-3，1-4，1-5，1-6）

港川人遺跡からは外腹甲骨や上腹甲骨などからなる計

14点の本種の化石が検出された．これらはオオヤマリク

ガメとは大きさが著しく小さく，また鱗溝が狭い点で異な

る．さらに後述のセマルハコガメ属の一種とは縁板骨が鋸

歯状を呈すること，背甲中央の隆条が明瞭で切頭され，幅

広いこと，腹甲前葉は台形を呈し，外腹甲骨の咽喉鱗板で

覆われる部分の前方と外側は腹面観において背側へ強く反

り，さらに背面観では外側部が前後方向へ半円筒状に肥厚

する点で異なる．

Z A B A and B C D E No data Total
0
1
2
3
4

5 C 1
INDET 3

C 1 5

5-6 C 1 1

6 G 1
INDET 2

M 1
INDET 1 5

7
INDET 2 C 15

G 1
SP 2
INDET 17

C 3
G 1
M 1
INDET 3

45

8
C 3
G 2
INDET 7

G 1
INDET 1

14

No data
C 2
G 1

C 2
G 7
SP 1
INDET 2

15

Total 0 0 8 1 7 47 10 12 85
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図 1．港川人遺跡より検出されたオオヤマリクガメManouria oyamai（1 と 2），リュウキュウヤマガメGeoemyda japonica（3-6），および
セマルハコガメの一種Cuora sp.（7-9）．1）OPM-FV-00237-11（右下腹甲骨）：a，腹面観; b，背面観．2）OPM-FV-00237-71（右上腕骨）：a，背面観; 
b，側面観．3）OPM-FV-00237-7（左上腹甲骨）：a，背面観; b，腹面観．4）OPM-FV-00237-82（右下腹甲骨）：a，腹面観; b，背面観．5）OPM-FV-00237-76（左
後腹甲骨）：a，背面観; b，腹面観．6）OPM-FV-00237-72（縁板骨）：a，背面観; b，腹面観．7）OPM-FV-00237-45（頚板骨）：a，背面観; b，腹面観．8）
OPM-FV-00237-27（左右外腹甲骨および内腹甲骨）：a，腹面観; b，背面観．9）OPM-FV-00237-1（甲羅の後部; 左第 10および第 11縁板骨，右第 9，
第 10，第 11縁板骨および尾板骨; 左右下腹甲骨および後腹甲骨）：a，後面観; b，背面観; c，腹面観．スケールバーは 1㎝．
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セマルハコガメ属の一種

Cuora sp.

（図 1-7，1-8，1-9，1-10）

セマルハコガメ属（Cuora）の一種に帰属すると考えら

れる化石は 28点ほど確認された．本属は，背甲と腹甲が

靱帯で接続され，腋下および鼠蹊腹甲柱が著しく退縮し，

また腹甲の上腹甲骨と下腹甲骨の間に可動性のヒンジを持

ち，甲羅を完全もしくはほぼ完全に開閉することができる

などの形質で特徴づけられる（Smith, 1931; Yasukawa et al., 

2002）．琉球列島からは，本属の一種（Cuora sp.）とされ

る化石がこれまでに沖縄島のほか伊江島，久米島，および

徳之島の上部更新統より記録されており，国内では八重山

諸島の西表島と石垣島に現生分布する同属のセマルハコ

ガメ（C. f lavomarginata）とは腸骨のブレードの背側前縁

の長さと背側後縁の長さがほぼ等しく，腹甲後縁に小さな

ノッチを持ち，腹甲後葉の腹面外側縁部に広く浅い溝を伴

う点で識別できる（Takahashi et al., 2008; 髙橋，2017）． 

イシガメ科の一種

Geoemydidae sp.

（図 2）

港川人遺跡からは，これまでに沖縄諸島の上部更新統

および完新統から報告されているカメ類とは異なるイシ

ガメ科の一種が 3点検出された．これらは，左第 8縁

板骨（OPM-FV-00237-84：図 2-1），左外腹甲骨（OPM-

FV-00237-33：図 2-2）および左下腹甲骨（OPM-FV-00237-25：

図 2-3）からなるが，いずれも遊離した甲羅の一要素であっ

た．残念ながら，これらの化石は属レベル以下の分類に有

用な形質を保持しておらず，また同種性についても検討で

きないため，ここでは予察的に同一種に帰属するものとみ

なした．これら 3点の化石は，大きさと狭い鱗溝（幅：0.5

～ 0.6mm）を持つ点でオオヤマリクガメとは明瞭に異な

る．左第 8縁板骨（最大長：24.7mm，最大幅：20.6mm）

は外縁に明瞭な鋸歯を伴うことと，腹面観において縁鱗で

覆われる部分が隆起せず，また，幅が広いことから，リュ

ウキュウヤマガメとセマルハコガメ属の一種から識別でき

る．左外腹甲骨（最大長：24.0mm，最大幅：26.9mm）は，

外縁内側が切頭されていること，咽喉鱗板で覆われる部分

が前後に長く，明瞭に内腹甲骨に到達していること，咽

喉鱗板と上腕鱗板の間の鱗溝の外縁部に明瞭なノッチを

伴わないこと，上腕鱗板で覆われる部分の外縁がゆるやか

にカーブすることから，リュウキュウヤマガメとセマルハ

コガメ属の一種とは大きく異なる．左下腹甲骨（最大長：

34.6mm，最大幅：41.8mm）は，背甲と接続するブリッジ

部が側方に広がっていること，またその一部を構成する鼠

蹊腹甲柱は上方へ発達し広く肋板骨と縫合していると考

えられること，腹鱗板と股鱗板の間の鱗溝は緩やかに後方

へ湾曲していることから，リュウキュウヤマガメともセマ

ルハコガメ属の一種とも明瞭に異なる．このような沖縄諸

島の第四系から知られるカメ類とは異なるとされる化石

は，久米島の上部更新統からも縁板骨 1点が報告されてい

るほか（Takahashi et al., 2008; 髙橋，2017），伊江島の完新

統（ナガラ原西貝塚）からも出土の言及がある（当山・平

山，2001）．これらのうち，後者については標本番号や写真，

計測値等の情報が全く示されていないため，港川人遺跡産

の化石との比較はできない．一方，前者は，縁板骨 1点の

図 2．港川人遺跡より検出されたイシガメ科の一種．1：OPM-FV-00237-84（右第 8縁板骨），a．背面観，b．腹面観．2：OPM-FV-00237-33（左外
腹甲骨），a．背面観，b．腹側面観．3：OPM-FV-00237-25（左下腹甲骨），a．背面観，b．腹面観．スケールバーは 1㎝．
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みからなる断片化石ではあるが，外縁に鋸歯を持たず，上

方に反り，また非常に薄い点で港川人遺跡から検出された

イシガメ科の一種とは異なると考えられる．しかしながら，

現状では同一部位での比較ができないため，今後の追加標

本の発見と詳細な比較検討が望まれる．

考察

今回の検討で，港川人遺跡よりリュウキュウヤマガメ，

セマルハコガメ属の一種，イシガメ科の一種，およびオオ

ヤマリクガメの化石が検出された．これらのうち，リュウ

キュウヤマガメは現在，沖縄島では分布が北部に限られて

いるが，完新世の遺跡から出土した骨格残骸より，かつて

同島に広く分布していたことが明らかとなっている（髙橋，

2015，2017）．今回の港川人遺跡からのリュウキュウヤマ

ガメの化石の産出は，本種が更新世末期においても沖縄島

南部に分布していたことを示している．

セマルハコガメ属の一種は沖縄島，伊江島，久米島

および徳之島の上部更新統から知られる未記載の絶滅

種（Takahashi et al., 2003, 2008）で，琉球列島では八重

山諸島の石垣島と西表島に分布するセマルハコガメ（C. 

flavomarginata）とは上述のとおり腹甲後縁に小さなノッ

チを持ち，腸骨のブレードの背側前縁と後縁の長さがほぼ

等しく，さらに腹甲後部腹面において広く浅い溝を持つと

いった点で識別できるとされている（高橋ほか，2007）．

今回検討を行ったカメ化石の中では，数において本種が

リュウキュウヤマガメと比べて著しく多く検出された．

リュウキュウヤマガメの化石の数が乏しいことは，裂罅に

堆積物が充填される過程において何らかの偶然がはたらい

た可能性も考えられる．しかしながら，その一方，これほ

ど多くの堆積物を処理して検出されたカメ化石のなかで，

セマルハコガメ属の一種の化石が数において卓越している

ことは，更新世末期の港川人遺跡周辺において本種が優先

的に分布していたことを示しているのかもしれない．

これらのほか，属レベル以下の分類形質を欠くイシガメ

科のカメ類が多く検出された．これらの多くは，サイズな

どからリュウキュウヤマガメないしセマルハコガメ属の一

種に帰属すると考えられる．これらとは形態的に明瞭に識

別できるカメ化石（イシガメ科の一種）の産出は，更新世

末期の沖縄島には少なくとも 4種の淡水生および陸生カメ

類が分布していたことを示している．今回検出されたイシ

ガメ科の一種の化石は，久米島から発見されたイシガメ

科の一種とは別種と考えられ，さらに沖縄島と久米島は最

終氷期には陸橋接続したと考えられていることから（Ota, 

1998），後期更新世の沖縄島には淡水生および陸生カメ類

が 5種もしくはそれ以上分布していたのかもしれない．

港川人遺跡における各層準のカメ化石の出土数はグリッ

ド 6とグリッド 7の間を境に大きく変化し，これより上位

では極端に数が減少していた．ほかの動物化石では，裂罅

堆積物の上部で急激にイノシシの化石の数が増加し，また

鳥類やヘビ類，カエル類などの出土も少なくない一方，シ

カ類の化石の出土は検出されなくなるとされている（長谷

川，2017; 長谷川・松岡，未公表資料）．なかでもこうし

た中型哺乳類の優占種の変化について，沖縄県文化振興会

（1998）はヒトによる捕獲の影響を示唆している．カメ化

石の数の減少は，シカ類の産出状況の変化と調和的であり，

捕獲や周辺環境の改変といった旧石器人類の関与も考えら

れる．しかしながら，解体痕等の直接証拠を伴うカメ化石

は確認できなかったため，ほかの脊椎動物化石とあわせ，

動物相の変遷の原因について詳細な検討を進める必要があ

るだろう．
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付録．港川人遺跡産カメ類化石．

標本番号 産出グリッド 分類 産出部位

OPM-FV-00237-1 A5-B5 Cuora sp. 甲羅の後部

OPM-FV-00237-2 B5 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-3 B5 Geoemydidae indet. 右大腿骨

OPM-FV-00237-4 B5 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-5 B5 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-6 B5, 6 Cuora sp. 右第 10 縁板骨

OPM-FV-00237-7 B6 Geoemyda japonica 左上腹甲骨

OPM-FV-00237-8 B6 Geoemydidae indet. 右後腹甲骨

OPM-FV-00237-9 B6 Geoemydidae indet. 左縁板骨

OPM-FV-00237-10 C6 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-11 C6-2 Manouria oyamai 右下腹甲骨

OPM-FV-00237-12 C7 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-13 C7 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-14 C（レベル情報なし） Geoemyda japonica 椎板骨

OPM-FV-00237-15 C（レベル情報なし） Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-16 C（レベル情報なし） Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-17 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-18 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-19 D7 Cuora sp. 左下腹甲骨

OPM-FV-00237-20 D7 Geoemydidae indet. 烏口骨

OPM-FV-00237-21 D7 Geoemydidae indet. 大腿骨

OPM-FV-00237-22 D7 Geoemydidae indet. 脛骨

OPM-FV-00237-23 D7 Geoemydidae indet. 恥骨

OPM-FV-00237-24 D7 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-25 D7 Geoemydidae sp. 左下腹甲骨

OPM-FV-00237-26 D7 Geoemyda japonica 左上腹甲骨

OPM-FV-00237-27 D7 Cuora sp. 腹甲前葉前部

OPM-FV-00237-28 D7 Cuora sp. 右第 3 縁板骨

OPM-FV-00237-29 D7 Cuora sp. 左第 6 句縁板骨

OPM-FV-00237-30 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-31 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-32 D7 Cuora sp. 右腸骨

OPM-FV-00237-33 D7 Geoemydidae sp. 左外腹甲骨

OPM-FV-00237-34 D7 Geoemydidae indet. 右上腕骨

OPM-FV-00237-35 D7 Geoemydidae indet. 左上腕骨

OPM-FV-00237-36 D7 Geoemydidae indet. 上腕骨

OPM-FV-00237-37 D7 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-38 D7 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-39 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-40 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-41 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-42 D7 Geoemydidae indet. 左後腹甲骨

OPM-FV-00237-43 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-44 D7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-45 D7 Cuora sp. 頚板骨

OPM-FV-00237-46 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-47 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-48 D7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-49 D7 Cuora sp. 左上腹甲骨

OPM-FV-00237-50 D7 Cuora sp. 左後腹甲骨

OPM-FV-00237-51 D7 Cuora sp. 左後腹甲骨

OPM-FV-00237-52 D8 Geoemyda japonica 左上腹甲骨

OPM-FV-00237-53 D8 Geoemyda japonica 右上腕骨

OPM-FV-00237-54 D8 Geoemydidae indet. 右肩甲骨

標本番号 産出グリッド 分類 産出部位

OPM-FV-00237-55 D8 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-56 D8 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-57 D8 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-58 D8 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-59 D8 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-60 D8 Geoemydidae indet. 甲羅の破片

OPM-FV-00237-61 D8 Geoemydidae indet. 甲羅の破片

OPM-FV-00237-62 D8 Geoemydidae indet. 甲羅の破片

OPM-FV-00237-63 D8 Geoemydidae indet. 甲羅の破片

OPM-FV-00237-64 E7 Geoemydidae indet. 縁板骨

OPM-FV-00237-65 E7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-66 E7 Cuora sp. 縁板骨

OPM-FV-00237-67 E7 Cuora sp. 尾板骨

OPM-FV-00237-68 E7 Geoemyda japonica 縁板骨

OPM-FV-00237-69 E7 Geoemydidae indet. 大腿骨

OPM-FV-00237-70 E7 Geoemydidae indet. 左肋板骨

OPM-FV-00237-71 E7 Manouria oyamai 右上腕骨

OPM-FV-00237-72 E8 Geoemyda japonica 縁板骨

OPM-FV-00237-73 E8 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-74 不明 Geoemyda japonica 右上腹甲骨

OPM-FV-00237-75 不明 Geoemyda japonica 右上腹甲骨

OPM-FV-00237-76 不明 Geoemyda japonica 左後腹甲骨

OPM-FV-00237-77 不明 Geoemydidae indet. 左大腿骨

OPM-FV-00237-78 不明 Cuora sp. 左下腹甲骨

OPM-FV-00237-79 不明 Geoemydidae indet. 肋板骨

OPM-FV-00237-80 不明 Geoemyda japonica 左腸骨

OPM-FV-00237-81 不明 Geoemyda japonica 左大腿骨

OPM-FV-00237-82 不明 Geoemyda japonica 右下腹甲骨

OPM-FV-00237-83 不明 Cuora sp. 左後腹甲骨

OPM-FV-00237-84 不明 Geoemydidae sp. 左第 8 縁板骨

OPM-FV-00237-85 不明 Geoemyda japonica 右第 6 肋板骨
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